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選択科目：  環境測定 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門  環境部門 

専門とする事項：環境測定分析 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字 

Ⅰ-1 

1 . 持 続 可 能 で 強 靭 な 社 会 経 済 実 現 の た め の 課 題 。  

1 - 1 . カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル の 観 点 か ら の 課 題 と し て 、

地 球 温 暖 化 を も た ら さ な い エ ネ ル ギ ー を 提 供 で き る 再

生 エ ネ ル ギ ー に よ る 発 電 技 術 を 挙 げ る 。  

 我 が 国 に お い て 発 電 は 化 石 燃 料 に 大 き く 依 存 し て お

り 、 再 生 エ ネ ル ギ ー に よ る 発 電 割 合 を 2 0 3 0 年 ま で に

3 5 ％ 程 度 に 上 げ る こ と が 必 要 で あ る 。  

1 - 2 . 循 環 経 済 実 現 の 観 点 か ら の 課 題 と し て 、 プ ラ ス チ

ッ ク リ サ イ ク ル 徹 底 を 挙 げ る 。  

 我 が 国 の プ ラ ス チ ッ ク リ サ イ ク ル は 六 割 程 を サ ー マ

ル リ サ イ ク ル に 依 存 し て お り 、 C O 2 排 出 が 避 け ら れ な

い の で 望 ま し く な い 。 3 R + リ ニ ュ ー ア ブ ル の 徹 底 に よ

り マ テ リ ア ル リ サ イ ク ル の 比 率 を 高 め る こ と が 必 要 で

あ る 。  

1 - 3 . 地 域 資 源 活 用 の 観 点 か ら の 課 題 と し て 、 地 域 循 環

経 済 圏 の 構 築 を 挙 げ る 。  

 我 が 国 の 地 方 に は 多 く の 知 ら れ て い な い 資 源 が あ り 、

こ れ を プ ラ ッ ト フ ォ ー ム を 利 用 し た 周 知 や ブ ラ ン ド 化

を 行 う こ と で 収 益 化 を 行 う 。 ま た 自 然 景 勝 ・ 里 地 里 山

な ど の 一 次 自 然 、 二 次 自 然 を 活 用 す る こ と で 収 益 化 や

自 然 と の 共 生 を 行 う 。  

2 . 最 も 重 要 な 課 題 と そ の 解 決 策  

 地 球 の 平 均 気 温 を 1 . 5 ℃ 以 内 に 抑 え る と い う 課 題 は

人 類 の 生 存 に か か わ る も の で あ り 優 先 順 位 は 非 常 に 高

い 。 よ っ て C O 2 を 排 出 し な い 再 生 エ ネ ル ギ ー に つ い て
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選択科目：  環境測定 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門  環境部門 

専門とする事項：環境測定分析 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字 
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の 課 題 を 最 優 先 と す る 。  

2 - 1 . バ イ オ マ ス 発 電 技 術 に よ る 解 決  

 生 成 時 に C O 2 を 吸 収 す る こ と で 、 燃 焼 に よ る 新 た な

C O 2 排 出 を 伴 わ な い バ イ オ マ ス 発 電 技 術 に よ っ て 解 決

す る 。 バ イ オ マ ス 発 電 は 燃 料 の 運 搬 コ ス ト が 高 く な り

が ち な の で 、 小 規 模 な 施 設 を 多 数 建 設 す る こ と で 運 搬

コ ス ト を 抑 え る こ と が 必 要 で あ る 。  

2 - 2 . グ リ ー ン 水 素 製 造 技 術 に よ る 解 決  

 燃 焼 時 に C O 2 ガ ス が 発 生 し な い グ リ ー ン 水 素 を 製 造

す る こ と で 解 決 す る 。  

2 - 3 . ア ン モ ニ ア 混 焼 技 術 に よ る 解 決  

 従 来 の 石 炭 火 力 発 電 の 燃 焼 時 に ア ン モ ニ ア を 混 焼 す

る こ と で C O 2 排 出 を 抑 制 す る 。 2 0 % の ア ン モ ニ ア 混 焼

を 行 う こ と で 排 出 C O 2 を 2 0 ％ 抑 制 す る こ と が で き る 。  

3 . 新 た に 生 じ 得 る リ ス ク と そ の 対 策  

3 - 1 . バ イ オ マ ス 発 電 の リ ス ク  

 バ イ オ マ ス 発 電 に 供 す る 木 質 バ イ オ マ ス に は カ ス ケ

ー ド 利 用 が 欠 か せ な い 。 し か し 他 用 途 に 使 用 し た 木 質

バ イ オ マ ス に は 防 腐 剤 が 塗 ら れ て い る 場 合 が あ り 、 防

腐 剤 に は ク ロ ム 、 ヒ 素 な ど が 含 有 さ れ て い る こ と が 多

い 。  

 こ の リ ス ク に は 、 燃 焼 後 の ス ラ グ を 製 造 す る 際 に カ

ル シ ウ ム 、 シ リ カ を 表 面 に コ ー テ ィ ン グ す る 技 術 を も

っ て 対 策 と す る 。  

3 - 2 . グ リ ー ン 水 素 の リ ス ク  
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選択科目：  環境測定 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 
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問題番号 
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 グ リ ー ン 水 素 の 製 造 に は 水 素 爆 発 の リ ス ク が あ る 。  

こ の リ ス ク に は ニ ッ ケ ル を 利 用 し た 水 素 と 酸 素 を 別 々

の タ イ ミ ン グ で 回 収 を 可 能 に す る 技 術 を も っ て 対 策 と

す る 。 タ イ ミ ン グ が 別 に な る こ と で 水 素 と 酸 素 が 接 触

す る こ と が な く な る の で 爆 発 リ ス ク を 大 幅 に 低 減 で き

る 。  

3 - 3 . ア ン モ ニ ア 混 焼 技 術 の リ ス ク  

 石 炭 火 力 発 電 に ア ン モ ニ ア を 混 焼 さ せ る こ と で 、

N O x ガ ス が 発 生 す る リ ス ク が あ る 。 こ れ に は 脱 硝 装 置

を 多 段 設 置 す る こ と で 対 策 と す る 。  

4 . 必 要 と な る 要 件  

 倫 理 の 観 点 か ら 、 住 民 の 安 全 を 第 一 に 考 え て 住 民 へ

の 丁 寧 な 説 明 に 努 め る 。 特 に 2 . の 業 務 で は 加 熱 す る

工 程 が 多 い こ と か ら 、 爆 発 事 故 な ど の リ ス ク に つ い て

の 対 策 を 丁 寧 に 説 明 し 、 住 民 の 不 安 の 低 減 に 努 め る 。  

 持 続 可 能 性 の 観 点 か ら 、 バ イ オ マ ス 発 電 に つ い て 原

材 料 を 海 外 か ら 輸 入 す る 場 合 の 対 応 に 留 意 す る 。 バ イ

オ マ ス 原 料 輸 出 の た め に 送 出 国 で の 環 境 破 壊 が 起 き る

可 能 性 が あ る こ と か ら 、 契 約 段 階 か ら 環 境 破 壊 が 起 き

な い よ う な 要 綱 を 盛 り 込 み 、 契 約 後 も 定 期 的 な 査 察 を

行 う こ と で 環 境 破 壊 が 起 き な い よ う に 努 め る 。  

 ま た 、 リ サ イ ク ル な ど 住 民 の 参 加 が 不 可 欠 な 業 務 に

つ い て は 、 業 務 の 意 義 を 十 分 に 説 明 し 、 ま た そ れ に よ

っ て 得 ら れ る 環 境 的 な メ リ ッ ト も 説 明 し 、 住 民 の 積 極

的 な 参 加 が 得 ら れ る よ う に 努 め る 。       以 上  
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選択科目   自然環境保全 

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   環境部門 

専門とする事項  陸域動物の保全 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅰ－1 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

 

※

1 . 持 続 可 能 で 強 靭 な 社 会 経 済 の 実 現 の た め に 必 要 な 課

題 と そ の 分 析  

1 ) 脱 炭 素 ： 課 題 と し て 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー を 活 用 し

た 地 域 作 り を 挙 げ る 。 近 年 、 温 室 効 果 ガ ス を 要 因 と す

る 自 然 災 害 、 農 作 物 や 生 態 系 へ の 影 響 が 顕 著 で あ り 、

温 室 効 果 ガ ス の 排 出 量 と 吸 収 量 を 均 衡 さ せ る カ ー ボ ン

ニ ュ ー ト ラ ル の 実 現 が 必 要 で あ る 。 そ の 実 現 に は 地 域

単 位 で の 活 動 が 必 要 で あ り 、 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 を 伴

わ な い 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 活 用 が 不 可 欠 で あ る 。 ま

た 、 我 が 国 は 人 口 減 少 高 齢 化 社 会 を 迎 え 、 特 に 地 方 で

の 活 力 の 低 下 が 顕 著 で あ る こ と か ら 、 地 域 の 活 性 化 も

必 要 と な る 。  

2 ) 循 環 経 済 ： 課 題 と し て 、 サ ー キ ュ ラ エ コ ノ ミ ー の 実

現 を 挙 げ る 。 大 量 生 産 、 大 量 消 費 の 経 済 活 動 を や め 、

全 て の 資 源 を 無 駄 な く 循 環 さ せ る こ と で 、 持 続 的 な 社

会 を 構 築 す る 必 要 が あ る 。  

3 ) 分 散 ・ 自 然 共 生 ： 課 題 と し て 、 地 方 と 都 市 と の パ ー

ト ナ ー シ ッ プ の 構 築 を 挙 げ る 。 近 年 、 我 が 国 は 人 口 減

少 ・ 少 子 高 齢 化 社 会 を 迎 え 、 特 に 地 方 で の 人 材 の 不 足

が 深 刻 化 し て い る 。 ま た 、 地 方 か ら 都 市 へ の 人 口 流 出

が 継 続 し 、 地 方 の 活 力 の 低 下 に 拍 車 を か け て い る 。 こ

う し た 地 域 で は 、 自 然 災 害 に 対 す る 脆 弱 性 が 高 ま る と

と も に 、 里 地 里 山 な ど 豊 か な 自 然 が 失 わ れ 、 生 物 多 様

性 の 低 下 や 生 態 系 サ ー ビ ス の 劣 化 が 進 行 し て い る 。 そ

の た め 、 地 方 と 都 市 と の 対 流 に よ り 、 持 続 的 な 地 域 を
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技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 
 

 

○解答欄の記入は，1マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。）

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

創 造 し て い く こ と が 必 要 と な る 。  

2 . 最 重 要 課 題 と 解 決 策  

国 際 的 に 早 期 に 脱 炭 素 化 す る 必 要 が あ る が 、 そ の 実

現 が 困 難 で あ る こ と か ら 、 「 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー を 活

用 し た 地 域 づ く り 」 が 最 重 要 と 考 え る 。 実 現 に あ た っ

て の 解 決 策 を 以 下 に 述 べ る 。  

1 ) コ ン ソ ー シ ア ム の 形 成 ： 地 域 が 一 丸 と な っ て 再 生 可

能 エ ネ ル ギ ー の 活 用 に 取 り 組 め る よ う 、 企 業 、 電 力 会

社 、 行 政 、 学 校 な ど が 共 同 し 、  再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー に

よ る 地 域 作 り コ ン ソ ー シ ア ム を 形 成 す る 。  

2 )  独 立 分 散 型 の 電 源 供 給 シ ス テ ム の 構 築 ： ゼ ロ カ ー ボ

ン シ テ ィ や R E 1 0 0 企 業 誘 致 の た め 、 家 庭 や 地 区 ご と に

発 電 機 器 を 多 数 導 入 し 、 そ れ ら を I T ネ ッ ト ワ ー ク ( ス

マ ー ト グ リ ッ ド ) で 繋 ぐ こ と で 、 V P P に よ り 独 立 分 散 型

の 電 源 供 給 シ ス テ ム を 構 築 す る 。  

３ ) F I T か ら 蓄 電 池 へ の 転 換 ： 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 発 電

は 、 自 然 エ ネ ル ギ ー を 活 用 す る こ と か ら 、 そ の 発 電 量

は 気 象 条 件 に 大 き く 左 右 さ れ る 。 ま た 、 個 体 買 取 制 度

( F I T ) の 買 い 取 り 期 間 の 満 了 に と も な い 、 余 剰 電 力 の 買

い 取 り が 終 了 す る た め 、 あ ま っ た 電 気 を 蓄 電 池 に 貯 め 、

発 電 量 の 少 な い 時 期 の 電 気 を 賄 う こ と で 、 エ ネ ル ギ ー

の 地 産 地 消 を 実 現 す る 。  

3 .  解 決 策 に 新 た に 生 じ 得 る 共 通 の リ ス ク と 対 策  

い ず れ も 機 器 や シ ス テ ム の 導 入 に と も な い 多 額 の 初

期 費 用 が か か る こ と が リ ス ク と な る 。 こ の 対 策 と し て 、
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オ ン サ イ ト 発 電 サ ー ビ ス の 利 用 に よ る 初 期 費 用 の 軽 減

や 、 優 先 順 位 を つ け 段 階 的 に 進 め て 行 く こ と で 、 年 度

毎 に か か る 費 用 負 担 を 分 散 さ せ る 方 法 が 有 効 で あ る 。  

さ ら に 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 施 設 の 設 置 に は 、 野 生 動

植 物 や 自 然 景 観 へ の 影 響 、 騒 音 に よ る 健 康 被 害 、 景 観

の 悪 化 な ど 様 々 な 影 響 が リ ス ク と な る 。 こ の 対 策 と し

て 、 環 境 影 響 評 価 に よ り 、 影 響 を 最 小 化 す る た め の 環

境 保 全 措 置 を 講 ず る 方 法 が 有 効 で あ る 。 ま た 、 地 域 の

反 対 に よ り 、 事 業 が 遅 滞 す る こ と も リ ス ク と な る 。 こ

の 対 策 と し て 、 計 画 の 検 討 段 階 か ら 、 地 域 住 民 を 中 心

と し た 多 様 な 主 体 参 画 の も と 協 議 会 を 設 置 し 、 フ ァ シ

リ テ ー タ ー を 中 心 と し て 議 論 、 認 識 を 共 有 す る こ と で

合 意 形 成 を 図 る 方 法 が 有 効 で あ る 。  

4 . 業 務 遂 行 上 の 必 要 な 要 件  

業 務 の 遂 行 に あ た っ て は 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 導

入 ・ 移 行 に お い て 、 機 器 の 性 能 確 保 及 び シ ス テ ム の 構

築 を 重 視 し 、 公 共 の 安 全 を 最 優 先 と し て 取 り 組 む こ と

が 重 要 で あ る 。 ま た 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 施 設 の 設 置

に 伴 っ て 伐 採 や 改 変 が 必 要 に な る 場 合 は 、 ミ テ ィ ゲ ー

シ ョ ン の 考 え 方 を も と に 、 環 境 へ の 影 響 を 最 小 限 に 留

め る こ と が 大 事 で あ る 。 さ ら に 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー

導 入 の 実 現 は 、 国 際 的 な 目 標 で あ る パ リ 協 定 や S D G ｓ

の 達 成 に 寄 与 す る こ と を 参 加 者 が 認 識 し 、 地 方 か ら 地

球 全 体 を 変 え て い く と い う 意 識 を も つ こ と が 重 要 で あ

る 。   以 上  
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【Ⅰ－１】 

１．課題 

2050 年カーボンニュートラルを目指して、2030 年度に 2013 年度比で 46％削減する目標

としている。2030 年までが勝負の 10 年。 

（課題１）脱炭素の観点 

・温室効果ガス排出量は世界 580 億トンで横ばい。日本は 2014 年ピーク 14 億であり 

下降し 2020 年 11.5 億。まだまだ大幅に削減しないといけない。 

   （課題２）循環経済の視点 

・まだまだ大量生産・消費・廃棄。３Ｒ＋リニューワブルが課題。（プラスチック回収 

量増、金属リサイクル増、食品ロス半減） 

    （課題３）分散・自然共生の観点 

・保護地域・ＯＥＣＭ双方の拡張、その質の向上。（30by30）が課題である。 

２．解決策 

発展途上国が今後発展することを考慮するとカーボンニュートラルは相当ハードルが高

い。このため、脱炭素が最重要であり、日本が世界のリーダーとして解決策を提案。 

（解決策１）再生可能エネルギーの最大限活用 

・地熱発電世界３位。自然保護と調和した建設および掘削方法を検討。 

・洋上風力発電、特に水深の深い箇所での洋上風力発電を推進。 

・ＥＶを積極導入して再生エネ調整力に。 

（解決策２）循環経済分析等見える化の推進 

・カーボンプライシング、太陽光ポテンシャル分析、ＴＣＦＤ情報開示、ＳＢＴ 

（解決策３）石炭火力のフェーズアウト 

・発電効率向上（超々臨海ＵＳＣ）、技術開発（水素・アンモニアの混焼、ＣＣＵＳ） 

３．リスクと対策 

   不確実性が伴うため、順応的な対応（モニタリング、適宜軌道修正）を行っていく。 

４．倫理と持続可能性 

倫理…コストを重視するあまり安全を軽視するのは駄目。 

持続可能性…自然共生と脱炭素のトレードオフを最小化して持続させる。 
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問 題 文 
（選択科目） 

～19-1 環境保全計画～ 
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問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～19-2 環境測定～ 
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選択科目：  環境測定 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門  環境部門 

専門とする事項：環境測定分析 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字 

Ⅱ-2-1 

水 質 に つ い て 悪 臭 の 苦 情 が あ っ た と 想 定 す る 。  

1 . 調 査 、 検 討 す べ き 事 項 と そ の 内 容  

1 - 1 . 原 因 物 質 の 特 定  

 悪 臭 の 原 因 と な っ て い る 物 質 を 原 材 料 か ら 始 め て 工

程 内 の ど こ で 発 生 し て い る か を 調 査 し て 特 定 す る 。  

1 - 2 . 原 因 物 質 の 変 更 の 検 討  

 原 因 物 質 を 代 替 物 質 に す る こ と で 悪 臭 が 低 減 す る か

の 検 討 を 行 う 。  

1 - 3 . 原 因 工 程 の 変 更 の 検 討  

 原 因 と な る 工 程 を 分 析 し て 、 別 の 工 程 に す れ ば 悪 臭

が 低 減 す る か の 検 討 を 行 う 。  

1 - 4 . 原 因 工 程 の 機 械 の 変 更 を 行 う 。  

 原 因 と な る 工 程 内 で 使 用 し て い る 機 会 を 分 析 し て 、

他 の 機 会 を 使 え ば 悪 臭 が 低 減 す る か の 検 討 を 行 う 。  

2 . 業 務 を 進 め る 手 順  

2 - 1 . サ ン プ リ ン グ の 計 画  

 工 程 を ア ロ ー ダ イ ヤ グ ラ ム に 書 き 起 こ し て 、 主 要 な

工 程 の 前 後 で サ ン プ リ ン グ ポ イ ン ト を 設 定 し 、 前 後 で

の 臭 気 の 変 化 が あ る か ど う か 確 認 で き る よ う に す る 。  

 特 定 の 難 易 度 を 低 減 す る た め に 、 複 雑 な 工 程 の 前 後

を サ ン プ リ ン グ す る 際 は 小 刻 み に ポ イ ン ト を 作 る よ う

に 工 夫 す る 。  

2 - 2 . サ ン プ リ ン グ の 実 行  

 計 画 に 従 っ て サ ン プ リ ン グ を 行 う 。 安 定 し た 測 定 結

果 を 得 る た め に 、 操 業 開 始 後 、 一 定 時 間 を 置 い て 工 程
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選択科目：  環境測定 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門  環境部門 

専門とする事項：環境測定分析 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字 

Ⅱ-2-1 

内 の 機 械 の 運 転 状 態 が 安 定 し て い る 状 態 で サ ン プ リ ン

グ す る よ う に 留 意 す る 。  

2 - 3 . 測 定 の 実 行  

 サ ン プ リ ン グ さ れ た 試 料 を 直 ち に 測 定 す る 。 良 好 な

測 定 結 果 を 得 る た め に 一 定 温 度 の 水 浴 に 浸 け て 、 一 定

時 間 で 取 り 出 し て た だ ち に 測 定 を 行 う よ う 留 意 す る 。  

2 - 4 . 測 定 結 果 の 分 析  

 測 定 結 果 を 検 討 し て 悪 臭 の 原 因 と な る 工 程 を 特 定 す

る 。 測 定 結 果 と サ ン プ リ ン グ 場 所 を 取 り 違 え な い よ う

留 意 す る 。  

2 - 5 . 対 策 案 の 策 定  

 1 - 2 ～ 1 - 4 に 従 っ て 、 工 場 と し て の 対 策 を 策 定 す る 。  

 そ の 際 、 変 更 に よ っ て 製 品 品 質 が 落 ち な い よ う 留 意

す る 。 ま た 機 械 の 変 更 に は 多 額 の コ ス ト が 必 要 な た め 、

1 - 4 . に つ い て は 最 後 の 選 択 肢 と す る 。  

3 . 関 係 者 と の 連 携 、 調 整  

3 - 1 . A 市 担 当 者 と の 連 携  

 市 の 担 当 者 と は 直 接 な い し は リ モ ー ト で 定 期 的 に 会

合 を 行 い 、 情 報 を 遅 滞 な く 共 有 で き る よ う に し て お く 。  

 サ ン プ リ ン グ 、 測 定 要 員 と は 最 初 に 会 合 を 開 き 、 こ

れ ま で の 経 緯 、 測 定 の 意 義 に つ い て 十 分 に 説 明 す る 。  

 対 策 案 の 策 定 後 、 住 民 説 明 会 を 開 催 し て 不 安 の 解 消

に 努 め る 。 説 明 会 に 出 席 で き な か っ た 住 民 に つ い て は

直 接 訪 問 を 行 っ て の 説 明 を す る よ う に 努 力 す る 。  

以 上  
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選択科目：  環境測定 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門  環境部門 

専門とする事項：環境測定分析 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字 

Ⅲ-1 

国 際 協 力 の 伴 う 環 境 モ ニ タ リ ン グ に つ い て 以 下 述 べ る 。  

1 . 国 際 協 力 が 必 要 な 環 境 モ ニ タ リ ン グ 実 施 の 課 題  

1 - 1 . 測 定 方 法 に つ い て の 課 題  

 世 界 で は そ れ ぞ れ の 歴 史 に 伴 っ た 測 定 方 法 が 存 在 し

て お り 、 そ の 一 部 に つ い て I S O 等 国 際 規 格 と の 整 合 が

図 ら れ て い る も の の 十 分 と は 言 い 難 い 。  

 世 界 で 統 一 し た モ ニ タ リ ン グ を 行 う た め の 測 定 方 法

の 統 一 が 課 題 で あ る 。  

1 - 2 . 測 定 結 果 に つ い て の 課 題  

 I P C C な ど の 仕 組 み を 利 用 し て の 環 境 モ ニ タ リ ン グ

結 果 の 共 有 が な さ れ て い る が 十 分 と は 言 い 難 い 。  

 国 際 的 に 単 一 の 視 点 か ら 閲 覧 で き る デ ー タ 共 有 の 構

築 が 課 題 で あ る 。  

1 - 3 . 精 度 担 保 に つ い て の 課 題  

 モ ニ タ リ ン グ に 伴 う 測 定 で は 精 度 の 確 保 が 重 要 で あ

る が 、 各 国 の 制 度 に 基 づ い た 精 度 管 理 が 思 い 思 い に な

さ れ て い る 状 態 で あ っ て 統 一 し た 精 度 管 理 の 体 制 は な

い に 等 し い 。  

 各 国 が 共 通 し て 実 践 で き る 精 度 管 理 の 仕 組 み を 構 築

す る こ と が 課 題 で あ る 。  

2 . 最 も 重 要 な 課 題 と そ の 解 決 策  

 1 - 1 、 1 - 2 に つ い て は 不 十 分 な が ら も 国 際 統 一 が さ

れ て い る 部 分 が あ る が 、 1 - 3 に つ い て の 国 際 的 取 り 組

み は 皆 無 と 言 っ て 良 い 。 よ っ て 1 - 3 の 制 度 担 保 に つ い

て の 課 題 を 最 重 要 課 題 と す る 。  
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選択科目：  環境測定 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門  環境部門 

専門とする事項：環境測定分析 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字 

Ⅲ-1 

2 - 1 . 国 際 計 量 士 制 度 の 創 設 に よ る 解 決  

 我 が 国 に お い て は 計 量 法 の も と で 計 量 士 と い う 有 資

格 者 が 精 度 管 理 を 行 う こ と で 一 定 の 精 度 担 保 が な さ れ

て い る 。 こ れ を 国 際 的 に 行 う こ と が で き る 制 度 を 創 設

す る こ と で 解 決 策 と す る 。  

2 - 2 .  単 位 の 統 一 に よ る 解 決  

 国 際 的 に 統 一 さ れ た 単 位 系 と し て S I 系 単 位 が あ る

が 、 O E C D 諸 国 以 外 で の 普 及 は 不 十 分 で あ る 。  

 こ れ を 政 府 間 で の 取 り ま と め に よ り O E C D 諸 国 以 外

に も 広 げ て 徹 底 す る こ と で 解 決 と す る 。  

3 . 新 た に 生 じ 得 る リ ス ク と そ れ へ の 対 策  

3 - 1 . 資 金 的 な リ ス ク  

 主 に 途 上 国 に お い て は 精 度 管 理 を 行 う に も 、 資 金 不

足 で 実 行 で き な い リ ス ク が あ る 。  

 こ の リ ス ク へ は 国 際 計 量 会 社 の 創 設 と 、 そ こ へ の

E S G 投 資 を 推 進 す る こ と で 対 策 と す る 。  

 国 際 的 な 精 度 管 理 の メ リ ッ ト に つ い て 十 分 な 説 明 を

行 い 周 知 す る こ と で 社 会 的 な 評 価 を 高 め 、 投 資 家 の モ

チ ベ ー シ ョ ン を 上 げ て い く こ と で 、 企 業 価 値 を 高 め る

と と も に 資 金 的 な リ ス ク も 低 減 で き る 。  

3 - 2 . 人 的 リ ス ク  

 主 に 途 上 国 に お い て は 教 育 水 準 が ま ち ま ち で 、 国 際

的 な モ ニ タ リ ン グ を 行 え る 人 材 が 不 足 す る リ ス ク が あ

る 。 こ の リ ス ク へ は 3 - 1 の 国 際 計 量 会 社 が 人 材 育 成 の

業 務 も 担 う こ と で 対 策 す る 。  
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選択科目：  環境測定 

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号 

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門  環境部門 

専門とする事項：環境測定分析 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25字 

Ⅲ-1 

3 - 3 .  

問 題 用 紙 に 書 き 込 ん だ 骨 子 が 不 十 分 で 思 い 出 せ ま せ

ん ・ ・ ・  
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問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～19-3 自然環境保全～ 
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【Ⅱ－１－４】 

 １．グリーンインフラの概要と効果 

 （１）概要 

・グリーンインフラは、自然環境が有する機能を社会における様々な課題解決（防災・ 

減災、地域振興等）に活用するもの。 

 （２）効果 

・自然環境を保全することによって、自然災害から町全体を守る効果がある。 

（例：波浪低減、雨水貯留、山腹崩壊抑制） 

 ２．グリーンインフラの事例 

・田んぼダム…流域の雨水貯留を向上させ、洪水を軽減する。 

   ・砂浜   …波浪を低減する。 

   ・かすみ堤 …洪水の勢いを弱める。 
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【Ⅱ－２－１】 

１．自然的社会的条件、調査検討すべき事項 

・都市部から少し離れた里地里山。人口減少少子高齢化が進む。 

・自然条件を調査する。（①動植物、②希少種・キーストン・象徴、③耕作放棄地等） 

・社会条件を調査する。（①経済、②人手、③予算） 

・自然共生サイトについて、どういう目標にするか、どういう管理体制にするかを検 

 討する。 

２．業務を進める手順、留意点および工夫 

  ・PDCA サイクルを回す。 

・留意点…予測どおりにいかない可能性があること。（不確実性） 

・工夫 …モニタリングしながら順応的に進めること。 

３．関係者との調整方法 

 ・マルチステークホルダー協議会を適宜開催する。 

 ・利害が対立する「開発圧力」と「自然保護」を粘り強く調整していく。 
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選択科目   自然環境保全 

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   環境部門 

専門とする事項  陸域動物の保全 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 III－１ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

 

※

1 .  か い ぼ り 実 施 に あ た っ て の 課 題 と 分 析  

1 ) 在 来 種 へ の 影 響  

 か い ぼ り は 池 を 干 上 が ら せ る 手 法 で あ る た め 、 外 来

種 を 死 滅 さ せ る だ け で な く 、 同 時 に 元 々 池 に 生 息 す る

在 来 種 も 死 滅 さ せ る た め 、 そ の 影 響 が 懸 念 さ れ る 。 そ

こ で 、 事 前 に 当 該 池 の 動 植 物 相 を 調 査 し 、 池 に 生 息 す

る 種 を 把 握 し た う え で 、 在 来 種 へ の 影 響 を 評 価 し 、 種

毎 に 対 策 を 講 じ る 必 要 が あ る 。  

2 ) 外 来 種 の 再 侵 入 防 止  

 か い ぼ り に よ り 外 来 種 を 根 絶 し た と し て も 、 外 来 種

が 周 辺 地 域 に 生 息 し て い た 場 合 、 再 侵 入 が 懸 念 さ れ る 。

そ の た め 、 池 の 周 辺 に つ い て も 動 植 物 相 を 把 握 し 、 周

辺 に 生 息 し て い る 外 来 種 に つ い て 、 再 侵 入 を 防 止 す る

対 策 が 必 要 で あ る 。  

3 ) 地 域 と の 合 意 形 成  

 か い ぼ り を 実 施 す る こ と で 、 外 来 種 で あ っ た と し て

も 多 く の 生 物 が 死 滅 す る こ と に な る た め 、 地 域 住 民 や

環 境 保 護 団 体 か ら 反 対 意 見 が あ が り 、 計 画 の 実 行 に 支

障 を き た す 恐 れ が 考 え ら れ る 。 そ の た め 、 計 画 の 検 討

段 階 か ら 、 地 域 住 民 や 環 境 保 護 団 体 と 話 し 合 い 、 認 識

を 共 有 す る こ と で 、 事 前 に 合 意 形 成 し て お く 必 要 が あ

る 。  

2 . 最 重 要 課 題 と そ の 解 決 策  

か い ぼ り の 目 的 の 根 幹 で あ る こ と か ら 、 「 外 来 種 の 再

侵 入 防 止 」 が 最 重 要 と 考 え る 。 以 下 に 解 決 策 を 述 べ る 。
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1 ) 普 及 啓 発  

 全 国 的 に 、 飼 い き れ な く な っ た ペ ッ ト が 可 愛 そ う と

い う 理 由 で 、 意 図 的 に 放 流 さ れ る 事 例 が 多 く 見 ら れ る 。

そ の た め 、 外 来 種 や そ の 影 響 の 大 き さ に つ い て 記 し た

チ ラ シ を 作 成 、 配 布 す る 。 ま た 、 飼 い き れ な く な っ た

ペ ッ ト を 放 流 し な い よ う 、 防 止 の た め の 立 て 看 板 を 池

周 辺 に 設 置 す る 。 さ ら に 、 地 域 住 民 を 対 象 と し て 説 明

会 を 開 催 し 、 地 域 住 民 の 外 来 種 に つ い て の 認 識 を 深 め

る 。 こ の よ う に 、 多 方 面 か ら 、 普 及 啓 発 を 図 る こ と で 、

意 図 的 な 外 来 種 の 放 流 を 防 止 す る 。  

2 ) 周 辺 地 域 に 生 息 す る 外 来 種 の 駆 除  

 か い ぼ り に よ り 、 池 内 の 外 来 種 を 根 絶 し た と し て も 、

外 来 種 が 周 辺 に 生 息 し て い れ ば 、 再 侵 入 し て し ま う 恐

れ が あ る 。 そ の た め 、 池 周 辺 に 生 息 す る 外 来 種 を 現 地

調 査 に よ り 把 握 し 、 池 周 辺 に 生 息 す る 外 来 種 に つ い て

も 駆 除 、 管 理 計 画 を 作 成 し 、 池 へ の 侵 入 を 防 止 す る 。  

3 ) モ ニ タ リ ン グ の 実 施  

 外 来 種 が 侵 入 し た 初 期 段 階 で 対 策 を 講 じ る こ と が 、

外 来 種 の 分 布 拡 大 防 止 に 最 も 効 果 的 で あ る と 考 え る 。

そ の た め 、 外 来 種 の 進 入 を 早 期 に 確 認 し 、 対 策 を 講 じ

る た め の モ ニ タ リ ン グ 調 査 を 実 施 す る 。 ま た 、 地 域 住

民 等 か ら の 情 報 収 集 を 積 極 的 に 行 い 、 外 来 種 再 侵 入 の

早 期 発 見 に 努 め る 。  

3 . 解 決 策 を 行 っ た う え で 浮 か び 上 が る 新 た な 課 題 と 対

応 策  
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1 ) 地 域 の 学 校 と の 連 携  

 我 が 国 は 少 子 高 齢 化 ・ 人 口 減 少 社 会 を 迎 え 、 特 に 地

方 で の 人 材 不 足 が 深 刻 化 し て い る こ と か ら 、 当 該 地 域

で も 人 材 の 不 足 が 懸 念 さ れ る 。 そ こ で 地 域 の 学 校 と 連

携 し 、 教 員 や 生 徒 と 一 緒 に 現 地 調 査 や モ ニ タ リ ン グ 調

査 を 行 う こ と で 、 地 域 の 将 来 的 な 人 材 の 育 成 を 図 り 、

将 来 に 渡 っ て 継 続 し て 外 来 種 へ の 対 策 を 行 え る よ う 、

地 域 ぐ る み の 体 制 を 構 築 す る 。  

2 ) 防 日 外 国 人 へ の 対 応  

 近 年 、 全 国 的 に 訪 日 外 国 人 旅 行 者 が 増 加 し て い る こ

と か ら 、 当 該 地 域 で も 増 加 が 予 想 さ れ る 。 様 々 な 出 自

を 持 ち 、 異 な る 常 識 を 持 つ た め 、 ト ラ ブ ル が 発 生 す る

こ と が 懸 念 さ れ る 。 そ の た め 、 複 数 言 語 に よ る チ ラ シ

な ど に よ り 理 解 を 得 る よ う 努 め る 。  

3 ) 新 た な 外 来 種 へ の 対 応  

 経 済 活 動 に 伴 い 、 意 図 的 、 非 意 図 的 に 日 々 新 た な 外

来 種 が 侵 入 し 続 け て い る こ と か ら 、 気 づ か な い う ち に

当 該 地 域 に 侵 入 、 爆 発 的 に 増 加 し 、 駆 除 に 時 間 が か か

る 、 又 は 根 絶 困 難 と な る こ と が 懸 念 さ れ る 。 そ の た め 、

周 辺 地 域 や 我 が 国 の 外 来 種 の 侵 入 状 況 の 情 報 を 収 集 す

る と と も に 、 学 識 者 か ら 新 た な 外 来 種 の 情 報 や ア ド バ

イ ス を 得 な が ら 計 画 を 進 め る 。 ま た 、 モ ニ タ リ ン グ の

際 、 既 存 の 外 来 種 だ け で な く 、 今 ま で 確 認 が な か っ た

の に 急 に 確 認 さ れ る よ う に な っ た 種 に つ い て も 留 意 す

る 。  以 上  
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